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研究要旨  

脊柱靭帯骨化については、前縦靭帯骨化（OALL）、後縦靭帯骨化（OPLL）および黄

色靭帯骨化（OLF）については種々の報告がある。棘上・棘間靭帯骨化（OSIL）で

の骨性架橋も脊柱のバイオメカニクスに影響を来す可能性があるが、詳細な検討

はされていない。単純レントゲンにて頚椎 OPLL を認める症例の全脊椎 CT を用い

て、OSIL の頻度や特徴について調査し、頚椎 OPLL 患者の約 1割に OSIL を認める

ことを明らかにした。 

 

Ａ．研究目的 

脊柱靭帯骨化については、前縦靭帯骨化

（OALL）、後縦靭帯骨化（OPLL）および黄色

靭帯骨化（OLF）については種々の報告があ

るが、棘上・棘間靭帯骨化（OSIL）につい

ての報告は殆ど無い。本研究の目的は、頚

椎 OPLL 患者における全脊椎 CT を用いて

OSIL の特徴を調査することにより、これら

骨増殖性疾患の病態解明の一助とすること

である。 

 

Ｂ．研究方法 

厚労科研脊柱靭帯研究班所属の 19 施設よ

り、単純 X線側面像で頚椎 OPLL と診断され

た有症状患者の中で、脊椎手術既往のある

患者は除外し、全脊椎 CT矢状断像と基礎デ

ータとが揃う 234(男性 177、女性 57)例を

対象とした。対象患者の全脊椎 CT矢状断像

を 6 名の脊椎外科指導医が読影し、各椎

体・椎間高位の骨化、架橋の有無を評価し

た。OSSL/OISL は、棘突起間に完全架橋を

認めるもののみを評価した。骨化指数とし

て椎体および椎間レベルに存在する骨化の

総和を OS index と定義した。我々の渉猟し

えた限りでは、OSSL/OISL の確立された定

義は無く、Resnick による DISH の診断基準

に準じ、４棘突起以上の連続性があるもの

をびまん性 OSIL（DOSIL）と定義した。OPLL

患者における OSIL の合併率や好発高位な

どについて解析した。また頚椎 OPLL OS 

index5 以下を Grade 1, 6-9 を Grade 2、10

以上を Grade 3 とし、OSIL との関連を調査

した。 

調査にあたっては、個人を背番号化するな

ど、個人を特定できないように配慮してい

る。本研究は、当施設の倫理委員会の承認

を得て行った。  

 

Ｃ．研究結果 

OSIL は、234 例中 68（男性 54、女性 14）

例（20.4%）、278（胸椎 260、腰椎 18）棘突

起間に認められ、有意に男性、胸椎に多く、

Barsony body との有意な関連を認めた。

OSIL は、Th1/2/3 には少なく、それ以外の

高位にはほぼ満遍なく認められた。DOSIL

は 26（男性 21、女性 5）例（11.1%）に認

められ、最大完全架橋数は 15棘突起に及ん

だ。頚椎 OPLL OS index の grade が上がる
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ほど、OSIL OS index も上昇した。 

 

Ｄ．考察、 

びまん性特発性骨増殖症(DISH)での骨性架

橋は脊柱の力学的変化を生じ、種々の臨床

症状や手術成績への影響が注目されている。

OSIL での骨性架橋も DISH と同様の影響を

来す可能性があるが、詳細な検討はされて

いない。OSIL の評価は単純 X線では困難で

あり、CT を用いた評価の利点のひとつと考

える。 

本研究の限界としては、一般人口における

OSIL の有病率が不明であることや、OSIL が

もたらす脊柱バイオメカニクスの具体的な

変化について不明であることなどが挙げら

れ、今後の研究課題である。 

 

Ｅ．結論 

頚椎 OPLL 患者の約 1 割に OSIL を認めた。

また、頚椎 OPLL OS index の grade が上が

るほど、OSIL の OS index も上昇しており、

頚椎 OPLL 患者では棘上・棘間靭帯の骨化傾

向も高いこと示唆された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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